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「三木市男女共同参画プラン実施計画」事業取組状況概要 

（令和４年度） 

 

「三木市男女共同参画プラン実施計画」は、平成 30 年 3 月に策定した「三木

市男女共同参画プラン（第３次）」の具体的施策について各担当課の事業内容を明

確に示すものです。この実施計画では、基本理念、基本的な考え、基本目標の枠

組みの中で、具体的な事業レベルの方向性を検討し、推進すべき男女共同参画社

会の実現に向けた具体的な事業を明らかにしています。 

 ここでは、令和４年度の各担当課の事業取組状況について取りまとめました。 

 

 

◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆ 

 

１ 取組状況 

・各担当課事業取組状況について、下記の基準で判断しています。 

効果有（Ａ）：各担当課における施策の内容・事業実施計画を実施し、効果が

あったと判断する場合 

課題有（Ｂ）：各担当課における施策の内容・事業実施計画を実施し、効果が

あるが課題もあると判断する場合 

効果無（Ｃ）：各担当課における施策の内容・事業実施計画に未だ着手してい

ない、または、実施しているが効果が無いと判断する場合 

 

 

基本目標１ すべての女性の活躍 

 基本課題① あらゆる分野の男女共同参画 

 基本課題② 女性の能力発揮の促進と環境整備 

 基本課題③ 農業や商工業等自営業における女性の参画拡大 

 

【取組状況】 

・効果有（Ａ） 74 事業（ 76.3％ ） 

・課題有（Ｂ） 18 事業（ 18.6％ )  

・効果無（Ｃ）  5 事業（  5.2％ ） 

（全 97 事業） 
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基本目標２ 仕事と生活の両立支援 

 基本課題④ 働き方の見直しと男性の家庭・地域活動への参画促進 

 基本課題⑤ ワーク・ライフ・バランスの理解と推進 

 

【取組状況】 

・効果有（Ａ）  11 事業（ 73.3％ ） 

・課題有（Ｂ）   2 事業（ 13.3％ )  

・効果無（Ｃ）   2 事業（ 13.3％ ） 

（全 15 事業） 

 

 

 

 

基本目標３ 互いに支え合う家庭と地域 

 基本課題⑥ 地域ぐるみの家庭支援体制の充実 

 基本課題⑦ 地域における男女共同参画の推進 

 

【取組状況】 

・効果有（Ａ） 20 事業（ 76.9％ ） 

・課題有（Ｂ）  6 事業（ 23.1％ )  

・効果無（Ｃ）  0 事業（  0.0％ ） 

（全 26 事業） 

 

 

 

 

基本目標４ 男女がともに安心して生活できる環境の整備 

 基本課題⑧ 生涯にわたる男女の健康対策 

基本課題⑨ 男女を問わずあらゆる暴力の防止と根絶 

基本課題⑩ 多様な人々が安心して生活できる環境の整備 

 

【取組状況】 

・効果有（Ａ） 81 事業（88.0％ ） 

・課題有（Ｂ）  9 事業（ 9.8％ )  

・効果無（Ｃ）  2 事業（ 2.2％ ） 

（全 92 事業） 
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基本目標５ 次世代への継承 

 基本課題⑪ 若者の就労と出会いの支援 

 基本課題⑫ 男女共同参画の視点に立った教育の推進 

 

【取組状況】 

・効果有（Ａ） 18 事業（78.3％ ） 

・課題有（Ｂ） 4 事業（17.4％ )  

・効果無（Ｃ） 1 事業（ 4.3％ ） 

（全 23 事業） 

 

 

 

 

 

全体 

 

【取組状況】 

・効果有（Ａ） 204 事業（ 80.6％ ） 

・課題有（Ｂ）  39 事業（ 15.4％ )  

・効果無（Ｃ）  10 事業（  4.0％ ） 

（全 253 事業） 

 

 

 

 

２ 結果概要 

 全 253 事業のうち、効果有（Ａ）が 204 事業（80.6％）、課題有（Ｂ）が 39 事

業（15.4％）、効果無（Ｃ）が 10 事業（4.0％）でした。 

 計画期間が令和６（２０２４）年度末までの男女共同参画プランを基に策定し

た令和４年度の実施計画は、新型コロナウイルス感染症の影響を受けながらも、

再開した事業もあり、効果有は昨年度の 72.7％から 80.6％と増加し、課題有は

20.6％から 15.4％、効果無は昨年度の 5.9％から 4.0％と減少しました。 
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